
会議所の動き
　

去
る
４
月
３
日
、
本
所
で
は
軽
・
化
学

工
業
部
会
（
部
会
長 
山
本
雄
才
氏
）
を

開
催
し
、
15
名
が
参
加
し
た
。

　

会
議
で
は
２
号
議
員
（
１
人
）
補
充
選

任
に
つい
て
審
議
し
た
。
会
議
終
了
後
、
東

大
阪
市
都
市
魅
力
産
業
ス
ポ
ー
ツ
部 
モ
ノ

づ
く
り
支
援
室 

室
次
長 

浦
塘
弘
太
郎
氏

よ
り
「
２
０
２
４
年
度
東
大
阪
市
の
モ
ノ
づ

く
り
支
援
施
策
」
を
テ
ー
マ
に
、
万
博
に

向
け
た
取
り
組
み
や
各
種
補
助
金
な
ど
の

施
策
に
つい
て
説
明
が
あ
っ
た
。

軽
・
化
学
工
合
部
会

モ
ノ
づ
く
り
支
援
施
策
に
つ
い
て
解
説

　

去
る
４
月
４
日
、
本
所
で
は
社
会
文
化

部
会
（
部
会
長 

吉
城
鉄
也
氏
）
主
催
で

春
の
名
所
旧
跡
巡
り
を
開
催
し
、
20
名
が

参
加
し
た
。

　

今
回
は
滋
賀
県
の
桜
の
名
所
で
あ
る「
三

井
寺
」、
紫
式
部
ゆ
か
り
の
地
と
し
て
も
有

名
な
「
石
山
寺
」
を
拝
観
し
た
。

　

ま
た
、
自
然
の
景
観
を
そ
の
ま
ま
に
生

か
し
た
、
和
菓
子
づ
く
り
の
郷
「
寿す

長な

生い

の
郷
」
で
、
買
物
と
四
季
折
々
の
美
し
い
彩

り
を
楽
し
む
な
ど
、
参
加
者
は
楽
し
い
ひ

と
と
き
を
過
ご
し
た
。

名
所
旧
跡
巡
り

滋
賀
県 

石
山
寺
な
ど
を
散
策

　

去
る
５
月
12
日
、
第
45
回
東
大
阪
市
民

ふ
れ
あ
い
祭
り
（
実
行
委
員
長 

石
津
良

行
氏
）
が
開
催
さ
れ
た
。

　

本
イ
ベ
ン
ト
は
本
市
に
お
け
る
毎
年
恒

例
の
イ
ベ
ン
ト
で
あ
り
、
本
所
は
布
施
か

ら
八
戸
ノ
里
間
の
道
路
を
歩
行
者
天
国
に

し
た
「
ふ
れ
あ
い
通
り
会
場
」
に
会
員
企

業
の
販
促
ブ
ー
ス
“
こ
み
ゅ
に
け
い
し
ょ

ん
プ
ラ
ザ
”
を
出
店
。
ブ
ー
ス
内
に
会
員

企
業
８
社
が
出
店
し
、
多
く
の
買
い
物
客

で
賑
わ
っ
た
。

　

ま
た
、
花
園
ラ
グ
ビ
ー
場
に
隣
接
す
る

「
花
園
中
央
公
園
会
場
」
で
は
、
東
大
阪

ラ
グ
ビ
ー
グ
ッ
ズ
創
生
ク
ラ
ブ
（
代
表
幹

事 

中
西
英
二
氏
）
の
メ
ン
バ
ー
が
、
ふ

る
さ
と
広
場
で
ラ
グ
ビ
ー
グ
ッ
ズ
等
の
販

売
を
行
い
、
の
び
っ
こ
広
場
で
は
輪
投
げ

コ
ー
ナ
ー
を
実
施
し
、
親
子
で
楽
し
め
る

イ
ベ
ン
ト
と
な
っ
た
。

　

会
期
当
日
は
雨
が
心
配
さ
れ
る
中
で
の

開
催
で
あ
っ
た
が
、「
ふ
れ
あ
い
通
り
会

場
」に
は
21
万
人
、「
花
園
中
央
公
園
会
場
」

に
は
11
万
人
の
来
場
が
あ
っ
た
。

第
45
回
東
大
阪
市
民
ふ
れ
あ
い
祭
り

大
勢
の
来
場
者
で
賑
わ
う
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